
図書館だより

文芸コーナー

木
積
の
箕
伝
承
教
室

　

箕
作
り
の
技
術
を
学
ぶ
教
室
が
、

毎
月
第
１
土
曜
日（
９
時
〜
15
時
）に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、
現
在
、
生
徒
募

集
中
で
す
。
詳
細
は
、
保
存
会
事
務

局（
☎
73
・
１
５
１
４
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

休館日…年始４日（木）まで、
　　　　９日（火）、毎週月曜日

★たくさん借りられます

　２月上旬に行う蔵書点検前の１月24日

（水）～２月６日（火）の期間は、一般書・

雑誌に限り、１回の貸し出しで何冊でも

借りられます。貸し出し期間は３週間で

すので、ぜひご利用ください。

★人形劇を楽しむ会

　市内ボランティアグループ「おはなし

やさん」による人形劇です。参加は無料

で、大人も楽しめる内容です。

日時…１月28日（日）10時40分開演

場所…八日市場公民館３階会議室

上演作品…「パンはころころ」ほか

★おはなし会（八日市場図書館）

日時…毎週土曜日14時から約30分間

問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

●市へ
ひばり会 様より …75,080円

●社会福祉協議会へ
三ツ葉歌謡会 様より …50,287円

寄 付（２万円以上）

短　

歌

短　

歌  

小
泉
小
泉  

泰
淸
泰
淸  

推
薦
推
薦

俳　

句

俳　

句

八
木
八
木  

佐
久
司

佐
久
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

形
見
な
る
母
の
肌
着
を
身
に
つ
け
て
今
朝
も
歩
ま
ん
霜
ば
し
ら
ふ
み

形
見
な
る
母
の
肌
着
を
身
に
つ
け
て
今
朝
も
歩
ま
ん
霜
ば
し
ら
ふ
み

  

平　

木

平　

木  

大
木
ヨ
シ
子

大
木
ヨ
シ
子

少
女
期
を
友
と
遊
び
し
帝
釈
天
詣
で
し
今
は
繁
華
な
る
街

少
女
期
を
友
と
遊
び
し
帝
釈
天
詣
で
し
今
は
繁
華
な
る
街

  

若
潮
町

若
潮
町  

伊
藤
登
美
枝

伊
藤
登
美
枝

一
つ
二
つ
捨
て
ら
れ
ゐ
た
る
空
缶
の
バ
ス
停
に
数
増
し
行
為
か
な
し
む

一
つ
二
つ
捨
て
ら
れ
ゐ
た
る
空
缶
の
バ
ス
停
に
数
増
し
行
為
か
な
し
む

  

飯
倉
台

飯
倉
台  

多
部
田
佐
智
子

多
部
田
佐
智
子

毎
日
を
何
事
も
な
く
平
穏
に
い
つ
も
通
り
に
出
来
る
幸
せ

毎
日
を
何
事
も
な
く
平
穏
に
い
つ
も
通
り
に
出
来
る
幸
せ

  

八
日
市
場
イ

八
日
市
場
イ  

川
手　
　

芳

川
手　
　

芳

降
り
立
ち
て
出
羽
三
山
を
見
上
げ
れ
ば
秋
の

降
り
立
ち
て
出
羽
三
山
を
見
上
げ
れ
ば
秋
の
陽陽ひ

か
り

ひ
か
り光光

に
華
や
ぐ
紅
葉

に
華
や
ぐ
紅
葉

  

南
神
崎

南
神
崎  

大
木　

洋
一

大
木　

洋
一

今
日
明
日
と
家
事
を
忘
れ
て
姉
と
行
く
那
須
の
山
道
ふ
っ
く
ら
温
し

今
日
明
日
と
家
事
を
忘
れ
て
姉
と
行
く
那
須
の
山
道
ふ
っ
く
ら
温
し

  

安
久
山

安
久
山  

木
下　

昌
子

木
下　

昌
子

あ
り
し
日
の

あ
り
し
日
の
邪邪じ

ゃ
じ
ゃ

慳慳け
ん
け
ん

の
数
々
悔
や
み
つ
つ
母
の
忌
日
に
墓
石
み
が
く

の
数
々
悔
や
み
つ
つ
母
の
忌
日
に
墓
石
み
が
く

  

八
日
市
場
イ

八
日
市
場
イ  

椎
名　

昭
雄

椎
名　

昭
雄

例
年
よ
り
月
余
を
早
く
霜
月
に
野
水
仙
咲
き
わ
れ
は
と
ま
ど
ふ

例
年
よ
り
月
余
を
早
く
霜
月
に
野
水
仙
咲
き
わ
れ
は
と
ま
ど
ふ

  

栢　

田

栢　

田  

小
川　

知
至

小
川　

知
至

年
少
の

年
少
の
歌歌とと

友友もも

ら
の
い
た
わ
り
身
に
ぞ
し
む
こ
の
や
さ
し
さ
に
応
え
て
生
き
む

ら
の
い
た
わ
り
身
に
ぞ
し
む
こ
の
や
さ
し
さ
に
応
え
て
生
き
む

  

野　

手

野　

手  

大
木　

政
子

大
木　

政
子

大
内
宿
に
客
の
戻
り
て
笑
む
店
主
木
造
り
の
赤
き
鬼
灯
を
買
ふ　

大
内
宿
に
客
の
戻
り
て
笑
む
店
主
木
造
り
の
赤
き
鬼
灯
を
買
ふ　

  

野　

手

野　

手  

伊
橋　

良
子

伊
橋　

良
子

三
十
六
キ
ロ
の
身
を
守
ら
む
と
こ
の
冬
も
母
の
手
縫
ひ
の
半
纏
ま
と
ふ

三
十
六
キ
ロ
の
身
を
守
ら
む
と
こ
の
冬
も
母
の
手
縫
ひ
の
半
纏
ま
と
ふ

  

今　

泉

今　

泉  

稲
葉　

雪
子

稲
葉　

雪
子

継
ぎ
貼
り
の
ひ
と
ひ
ら
の
舞
ふ
冬
障
子

継
ぎ
貼
り
の
ひ
と
ひ
ら
の
舞
ふ
冬
障
子  

八
日
市
場
ハ

八
日
市
場
ハ  

大
川　

宜
子

大
川　

宜
子

　

箕み

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
箕
サ

ミ
ッ
ト
〜
編
み
組
み
細
工
を
語

る
」
が
11
月
13
日
、
東
京
文
化
財

研
究
所
（
東
京
・
上
野
）
で
開
か

れ
、
本
市
か
ら
「
木
積
箕
づ
く
り

保
存
会
」が
参
加
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
、
箕
に
関
わ
る
人

た
ち
の
交
流
や
製
作
技
術
の
継
承

を
目
的
と
し
て
同
研
究
所
が
企
画

し
た
も
の
で
、
箕
の
作
り
手
・
売

り
手
、
研
究
者
や
愛
好
者
ら
約
80

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

関
東
地
方
か
ら
唯
一
選
ば
れ
た

「
木
積
の
藤
箕
」
を
製
作
す
る
同

会
は
、
秋
田
の
〝
太
平
箕
〞、
富

山
の
〝
論
田
・
熊
無
の
箕
〞
と
共

に
、
製
作
の
実
演
と
「
箕
の
こ
れ

か
ら
」
と
題
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
。
秋
葉
千
枝
子
さ

ん
と
金
杉
光
恵
さ
ん
が
披
露
し
た

実
演
で
は
、
華
麗
な
手
さ
ば
き
で

箕
を
編
み
上
げ
て
い
く
様
子
に
、

多
く
の
人
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

― 

全
国
の〝
箕
〞が
集
う
―

　
「
箕
サ
ミ
ッ
ト
」に
参
加

箕
作
り
の
実
演
の
様
子

　

藤
箕
は
、
フ
ジ
の
皮
と
シ
ノ
ダ

ケ
な
ど
を
用
い
て
作
ら
れ
、
古
く

か
ら
地
元
の
農
家
な
ど
に
愛
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

約
３
０
０
年
前
に
考
案
さ
れ
た

と
い
う
そ
の
伝
統
的
な
製
作
技
術

は
、「
木
積
の
藤
箕
製
作
技
術
」
と

し
て
平
成
21
年
に
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「木積の藤箕」
とは

広報そうさ H 30. 1. 1 16



力
作

募
集
中

あ
て
先
…

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

  

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

  

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

 

☎

 

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

※
作
品
は
選
者
に
よ
り
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
作
品
は
選
者
に
よ
り
添
削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

匝瑳

探訪
140

　

毎
年
１
月
の
第
３
日
曜
日
に
、

国
指
定
重
要
文
化
財
や
県
指
定
有

形
文
化
財
の
仏
画
が
市
内
３
か
寺

で
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
１
か
寺
、
西
光
寺

（
中
央
地
区
八
日
市
場
ホ
・
米
倉

区
）
で
は
、
県
指
定
の
「
十じ

ゅ
う
お
う
ず

王
図
」

と
寶
光
寺
（
豊
栄
地
区
貝
塚
）
の

「
阿あ

字じ

観か
ん

像
」が
拝
観
で
き
ま
す
。

　

西
光
寺
の
参
道
入
り
口
に
高

さ
１
６
０
㎝
余
り
の
石
碑
が
建

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は「
結け

っ
か
い
せ
き

界
石
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
修
行
の
場

で
あ
る
寺
院
の
敷
地
内
を
示
す

た
め
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
碑
の
正
面
に
「
葷く

ん
し
ゅ酒

山

門
に
入
る
を
開
か
ず
」
と
刻
ま
れ
、

側
面
の
文
字
か
ら
文
化
７
（
１
８

１
０
）
年
に
、
以
前
あ
っ
た
碑
の

文
字
が
摩
滅
し
た
た
め
、
第
23
世

住
職
が
再
建
し
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

西
光
寺
の
あ
る
米
倉
は
、
１
２

５
０
年
代
に
浄
土
宗
僧
侶
・
良

り
ょ
う
ち
ゅ
う

忠

の
活
動
が
知
ら
れ
、
１
４
２
０
年

代
に
椎
名
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
開

か
れ
た
の
が
西
光
寺
の
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。　

〝
城
の
台
〞
と

言
う
地
名
の
森

を
背
に
、
諸
堂

が
立
ち
並
ぶ

名め
い
さ
つ刹

の
基
盤
は
、

江
戸
時
代
の
初

め
、
照

し
ょ
う
か
い海

と
い

う
僧
侶
の
活
動

に
よ
る
も
の
で

し
た
。

　

徳
川
幕
府
か

ら
寺じ

り
ょ
う領

20
石こ

く

の

寄
進
を
受
け
、

１
２
６
か
寺
の

門
末
寺
を
有
す
る
大
本
寺
格
寺
院

と
な
り
ま
し
た
。

　

公
開
さ
れ
る
十
王
図
は
、
絹
に

色
彩
を
付
け
て
描
か
れ
、
縦
約
１

０
０
㎝
、
横
約
50
㎝
の
掛
け
軸
に

仕
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

十
王
と
は
、
地
獄
に
お
け
る
10

人
の
審
判
者
で
、
死
者
は
初
七
日

か
ら
四
十
九
日
ま
で
の
七
日
ご
と
、

百
か
日
、
一
周
忌
、
三
周
忌
に
そ

れ
ぞ
れ
の
王
を
訪
れ
て
裁
き
を
受

け
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
王
図
は
、
地
蔵
菩
薩
像
を
加

え
た
地
蔵
十
王
図
や
１
幅
に
十
王

を
描
い
た
も
の
、
西
光
寺
所
蔵
の

も
の
の
よ
う
に
全
10
幅
か
ら
な
る

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

同
寺
の
十
王
図
の
彩
色
は
、「
仏

教
絵
画
独
特
の
赤
、
橙

だ
い
だ
い、

緑
、
紺

の
濃
彩
部
分
を
鮮
明
に
対
置
さ
せ

て
描
か
れ
、
鮮
や
か
な
画
面
構
成

を
見
せ
て
い
る
」
と
解
説
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
７
年
の
文
化
財
指
定
以
前

は
「
製
作
年
代
や
製
作
地
が
中
国

で
は
な
い
か
」
と
の
指
摘
も
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
鎌
倉
時
代
中

期
に
日
本
で
描
か
れ
た
作
品
と
推

定
さ
れ
る
説
が
定
着
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

結
界
石

米
倉
を
歩
く

西
光
寺
参
道
の
入
り
口
に
建
て
ら
れ
た「
結
界
石
」

川　

柳

川　

柳  

鈴
木
鈴
木  

十
世
志

十
世
志  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

見
せ
ば
や
の
い
の
ち
赤
ら
む
冬
紅
葉

見
せ
ば
や
の
い
の
ち
赤
ら
む
冬
紅
葉  

内　

山

内　

山  

椿　
　

和
枝

椿　
　

和
枝

白
じ
ろ
と
空
き
家
の
庭
の
花
八
つ
手

白
じ
ろ
と
空
き
家
の
庭
の
花
八
つ
手  

若
潮
町

若
潮
町  

光
瀨
甲
江
子

光
瀨
甲
江
子

冬
の
虫
観
音
様
の
懐
に

冬
の
虫
観
音
様
の
懐
に  

八　

辺

八　

辺  

依
知
川
き
よ

依
知
川
き
よ

柚
子
熟
る
る
吟
行
中
止
青
き
空

柚
子
熟
る
る
吟
行
中
止
青
き
空  

八
日
市
場
ロ　

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

髙
安
せ
い
子

強
霜
や
霞
ヶ
浦
に
帆
引
船

強
霜
や
霞
ヶ
浦
に
帆
引
船  

八
日
市
場
イ　

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

椎
名　

貴
寿

行
商
の
バ
イ
ク
の
音
や
寒
蜆

行
商
の
バ
イ
ク
の
音
や
寒
蜆  

高高  

山
﨑
智
恵
子

山
﨑
智
恵
子

枯
蓮
や
水
面
に
黒
き
影
震
ふ

枯
蓮
や
水
面
に
黒
き
影
震
ふ  

八
日
市
場
イ　

八
日
市
場
イ　

椎
名　

春
江

椎
名　

春
江

サ
ッ
カ
ー
に
一
喜
一
憂
秋
日
和

サ
ッ
カ
ー
に
一
喜
一
憂
秋
日
和  

今　

泉

今　

泉  

野
仲　

妙
子

野
仲　

妙
子

鏡
池
一
羽
の
鴨
の
小
波
紋

鏡
池
一
羽
の
鴨
の
小
波
紋  

栢　

田

栢　

田  

石
田　
　

健

石
田　
　

健

南
寄
り
の
風
も
冷
た
し
冬
の
海

南
寄
り
の
風
も
冷
た
し
冬
の
海  

新　

堀

新　

堀  

沖　
　

舟
二

沖　
　

舟
二

屠
蘇
気
分
お
み
く
じ
引
い
て
運
だ
め
し

屠
蘇
気
分
お
み
く
じ
引
い
て
運
だ
め
し  

飯　

塚

飯　

塚  

鈴
木
ツ
ネ
子

鈴
木
ツ
ネ
子

運
だ
め
し
先
ず
は
お
み
く
じ
買
い
求
め

運
だ
め
し
先
ず
は
お
み
く
じ
買
い
求
め  

飯　

高

飯　

高  

林　

サ
ダ
子

林　

サ
ダ
子

お
み
く
じ
を
引
い
て
占
う
年
の
運

お
み
く
じ
を
引
い
て
占
う
年
の
運  

八
日
市
場
ホ

八
日
市
場
ホ  

大
木
波
津
恵

大
木
波
津
恵

凶
だ
け
は
引
き
た
く
な
い
と
初
詣

凶
だ
け
は
引
き
た
く
な
い
と
初
詣  

東
小
笹

東
小
笹  

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

大
吉
も
大
凶
も
無
く
吉
ば
か
り

大
吉
も
大
凶
も
無
く
吉
ば
か
り  

横
須
賀

横
須
賀  

鈴
木　

春
子

鈴
木　

春
子

お
み
く
じ
は
吉
と
出
た
の
に
ス
リ
に
遭
い

お
み
く
じ
は
吉
と
出
た
の
に
ス
リ
に
遭
い  

木　

積

木　

積  

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

大
吉
へ
買
っ
た
馬
券
が
紙
吹
雪

大
吉
へ
買
っ
た
馬
券
が
紙
吹
雪  

堀　

川

堀　

川  

勝
又　

康
之

勝
又　

康
之

自
尊
心
高
く
て
低
い
倫
理
観

自
尊
心
高
く
て
低
い
倫
理
観  

飯　

高

飯　

高  

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

初
詣
気
持
あ
ら
た
に
身
を
清
め
る

初
詣
気
持
あ
ら
た
に
身
を
清
め
る  

川　

辺

川　

辺  

及
川　

利
道

及
川　

利
道
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